
①子育て支援、健全育成など
団　　体　　名

事　　業　　名

福生東地区青少年育成会

中学生のパワーを地域に生かす！

青少年社会生活支援団体
Amazing！

アメージングスクール放課後クラブ「宿題
＋パステルアート教室」

子どもの人権広場

地域の子育て環境を向上させるための講
演会やアンケート実施

鳥取県シニアリーダーズ
クラブ

子ども会・子どもの居場所
支援情報発信事業

C'mon club

公民館を活用した親子の交流スペース
C'mon club

特定非営利活動法人　発達障がい児
親の会ＣＨＥＲＲＹ

大山で乗馬セラピーを楽しもう

巌地区青少年育成会

箕蚊屋地区における「乳幼児の日常の危険
と子育てを知る３回のセミナー」開催事業

特定非営利活動法人　発達障がい児
親の会ＣＨＥＲＲＹ

発達障がい児の親子サポート事業

特定非営利活動法人　西部ろうあ仲間
サロン会

難聴者やその家族等を対象とした「難聴
者向けおしゃべり会」

彦名地区チビッ子環境パトロール隊

チビッ子体験まちづくり事業

小窓

発達障害・知的障害児親子支援事業

米子市まちづくり活動支援交付金事業　形態別一覧（平成18年度～令和６年度）

交
付
年
度

コ
ー
ス

申請事業の概要

交付金額
（千円）

※R6年度は
　交付申請額

R6

ち
ょ
っ
こ
し

年間を通して行う、青少年育成会行事で、子ども達から高齢者まで
地域住民の繋がりを深めるその中で、中学生ボランティアを募集して、
地域の活性化を図る。

100

R5
が
い
な

子供達の学校放課後、公民館を利用して、異年齢・異学年・多世
代間の学習・交流の場として、「宿題+パステル教室」を開設して、子
供達の居場所の選択肢を増やすとともに、大人の公民館の活動が生
涯学習ボランティアとして、子供達への芸術文化伝承活動に活かされ
ていく仕組みやきっかけづくりにする。

255

R5

ち
ょ
っ
こ
し

地域における子育ての環境を向上させ、それぞれの子どもにおける最
善の発達・発育を保障していくことを目的に、子どもに関わる多くの人
を対象とした発達障害に関する講演会や、保育士等（潜在保育士
やリタイアされた方も含む）を対象としたアンケートを実施する。

100

R4

ち
ょ
っ
こ
し

子ども会を中心とした子どもの居場所づくりの支援情報を発信し、子ど
も会の発展と子どもの居場所作りをサポートする。 100

R4

ち
ょ
っ
こ
し

子育て世代の社会的孤立を防止するために、子どもと保護者が気軽
に集える「居場所」をつくり、子育て環境を良くすることを目的とする事
業。

99

R2
が
い
な

アニマルセラピーの一種で海外では古くから療法として認められている
乗馬セラピーに参加することで、地域の豊かな自然の再発見と、障が
い児の心身の健やかな発達を目指す。

250

H31

ち
ょ
っ
こ
し

乳幼児の日常で、住居内外に潜む危険と、乳幼児育ての医療面で
の課題、および乳幼児育ての基本的思い方など、母や父など保護者
として思い悩む基本的な事柄の解決のお手伝いを行うことにより、箕
蚊屋地域や米子市の健全な子育て環境づくりを達成する一助とす
る。

80

H29
が
い
な

発達障がい児に関わる人が誰でも参加できる定例会を毎月開催し、
情報交換・意見交換を行う。障がいの有無に関わらず、子育てに活か
せるスキルを習得し、家族や支援者が正しい知識を学び共有するため
に、年間を通して講演会・研修等を開催する。地域社会への啓発活
動に努め、家庭、教育、福祉、地域との連携を図る。

250

H29

ち
ょ
っ
こ
し

難聴者またはその家族に、様々なコミュニケーションを楽しんでもらうこと
で、難聴者の社会参加拡大を図る。難聴者を支援する要約筆記者
等が、当事者とコミュニケーションを直接とることにより、実践力を培う一
助とする。これらを目的として、ディスカッション、手話学習、講習会等
を行う。

80

H28
が
い
な

江戸時代から承継されてきた薬草の復活と次世代を担う子ども達によ
る体験学習の実現 240

H28

ち
ょ
っ
こ
し

発達障害や知的障害を抱える子を持つ親とその子を対象に、相談・
交流・研修事業等を開催し、地域で、将来的に笑って暮らせるように
なることを目的とする。

80



県地区青少年育成会

次代を担うあがたっ子創造運動

多胎児サークル　にこにこclub

「ふたごパパの育児体験記」冊子作成

ダウン症児親の会
ハッピースマイル

ダウン症児のための音楽・ダンスをつかった
「生きる力」事業

NPO法人親子支援hughug

親子支援hughugインクルージョンダンス
教室

NPO法人えがおサポートLeaf＆
CHUCHU

「親子の絆づくり！一緒にものづくり！」事
業

アロマケアステーション

アロマセラピー教室＆音楽療法

ＮＰＯ法人　えがおサポート　Leaf & 
CHUCHU

えがおショップ＆母のための手づくり教室
開催事業

芽芽の会

『親の時間』ワークショップ事業

崎津小ドリームファーム

子ども農業生産体験活動

NPO法人
皆生ライフセービングクラブ

海外からのやさしい風事業

子育てをよくする会　「子育て支援ネット」

子育てを地域社会で深める事業

崎津児童クラブ設置推進保護者会

さきつっ子くらぶ(自主運営学童保育）

H26

ち
ょ
っ
こ
し

次代を担う子どもたちの育成のため、地域の子どもをもつ保護者とその
子どもたちと、地域の歴史、環境問題、国際理解、子どもの適正など
をテーマにした講演会を実施することで　地域の子どもを地域で育てる
ための大きなエネルギーとする。

80

H25

ち
ょ
っ
こ
し

ふたごの育児を体験した先輩パパの体験を伝え、これからふたごのパパ
になる人へ育児の参考にしてもらい、パパも一緒に育児をすることで、
ママとともに明るく・楽しく・前向きに育児に関わっていただける冊子を作
成する。

72

H24

ち
ょ
っ
こ
し

音楽・ダンスを通してダウン症児・者の運動能力の向上を図るととも
に、ダンスのできないベビーにはベビーマッサージを行い親子のスキンシッ
プを図る。あわせて、保護者同士は基より、地域ともネットワークを築
き、ダウン症児・者への正しい理解を深め、安心して子育てができる社
会を構築する。

80

H24
が
い
な

様々な環境下で育ち、自尊感情や自己効力感と呼ばれる生きる力
をつけにくい状況にある子どもたちに、自己表現する喜び、自信、楽し
さを感じ、人間関係力を向上させ、自立できるための生きる力を育む
ことに寄与するためダンス教室・発表会を開催する。

137

H24
が
い
な

親子一緒にものづくりを体験し、ものを作る楽しさを共有することで親
子の絆を深めてもらう。同時に、子ども達の集中力や器用さを養った
り、日ごろ親が見落としがちな子どもの優れた感性や才能を再発見し
てもらう。そして、他の親子と交流することで、ものづくりを通したコミュニ
ケーションの輪を広げていく。

277

H23

ち
ょ
っ
こ
し

アロマセラピー・音楽療法を取り入れながら、心身の健康を促すことを
目的とする。親子アロマセラピー教室、施設の音楽療法や芳香療法
を行いながら、年齢に応じて健康、予防医学の知識を得ること、子育
て支援、親子のコミュニケーションや、人との交流をはかること、生きがい
作り、症状に合わせての相談業務、ケアを行う。

80

H21
が
い
な

子育て中の母のための生きがい支援と、憩い・交流の場の提供。母の
ための手づくり教室の開催等。 80

H20

ち
ょ
っ
こ
し

子育てをしている親が、自分の悩みや思いを安心して話せる場『親の
時間』を広めるためのワークショップを開催する。 80

H19 ＊
学校週5日制に対応して、親子や地域とのふれあいの場を提供し、各
種野菜の栽培を通して地域産業の理解や仕事の苦労・喜びを体験
してもらうことにより、豊かな心情を養う。

122

H19 ＊

講師のすばらしい人間性あふれる人柄に接することで、家族の大切さ
や人間としての優しさなどを再認識することができると考え、講演会と1
～2回のミニ交流会を企画。講師は、皆生温泉海水浴場の監視救
助活動を通じて知り合ったネパール人で、この講師と子供たちやその保
護者たちが講演会などで触れ合うことで、本当の心の豊かさとは何かを
考えるきっかけをつくる。

200

H18 ＊
子育ての理解者の協力を地域で広げ、支援者のスキルアップと支援
者のリーダーシップにより地域社会の活性化を深めるため、研修会、講
演会を開催する。

200

H18 ＊ 保育が必要とされる小学校児童に対し、学童保育の自主開設とボラ
ンティアの確保を図る。 200



②地域の防災、防犯、安心・安全など
団　　体　　名

事　　業　　名

大篠津地区自治連合会

大篠津地区安心・安全マップ
作製事業

彦名校区自治連合会

彦名地区の安心・安全マップ
作製事業

福生東12区自治会

福生東12区自治会オリジナル
安否確認カード普及事業

てごてごあがた

住民主体の送迎サービス
支援事業

富益地区自治連合会

富益地区の安心・安全マップ
作成事業

三柳団地２区　防災会

三柳団地２区ＳＥＥ防災
プロジェクト

和田地区自治連合会

和田地区の安心・安全マップ作成事業

永江ささえ愛カーシェアクラブ

永江地区内住民に対しカーシェアリング
事業による移動支援事業

新開西三区自治会

新開西三区自治会防災研修を通しての
まちづくり推進事業

住吉地区人づくり地域づくり協議会

住吉地区人づくり地域づくり協議会（兼
防災協議会）

観音寺新町１丁目自治会

ふれあい手作り看板の作成

交
付
年
度

コ
ー
ス

申請事業の概要

交付金額
（千円）

※R6年度は
　交付申請額

R6
が
い
な

安心・安全な地域づくりを目指して自治会・民生委員・子ども会等と
協力して「見守りマップ」を作る。

209

R5

ち
ょ
っ
こ
し

安心・安全に暮らせる町づくりをするため、自治会、民生委員等と協
力して「見守りマップ」を作成する。

100

R5

ち
ょ
っ
こ
し

自治会オリジナルの安否確認カードを作成、全住民に配付し、安否
確認訓練等を行うことで防災意識の向上と自治会への理解を深め
る。

100

R4

ち
ょ
っ
こ
し

安心して住み続けることへの地域課題を地域全体で共有し、住民主
体でできる取組みについて、県地区地域福祉推進委員会を立ち上
げ、「県地区福祉のまちづくり」プランを策定した。その第一歩として、一
番の課題として挙がっている送迎サービス事業を行う。

91

R4

ち
ょ
っ
こ
し

安心で安全な住みよい地域を作るため、自治会、民生委員、在宅福
祉などと協力して「見守りマップ」を作成する。 100

R4

ち
ょ
っ
こ
し

三柳団地2区（自治会）防災会が主催する防災行事を通じて世
代間交流を活発にし、「災害時に全員の安全な避難」が確実に実施
できる地域をつくるための世代間交流プロジェクト。

100

R3

ち
ょ
っ
こ
し

安心・安全に暮らせる町づくりをするために、自治会、民生委員等と協
力して「見守りマップ」を作成する。 100

H31

ち
ょ
っ
こ
し

日常の買い物等の移動手段に不自由している高齢者他に対し移動
手段を提供することにより、生活の質的向上を図るとともに、高齢者
同士並びに高齢者とドライバーとの交流を促進し、住民同士が支え合
う地域づくりを推進する。

60

H31

ち
ょ
っ
こ
し

米子市自治連合会事業推進方針「安全・安心に暮らせる住み良い
地域づくり」の一環として、地震津波災害防止のため全世帯対象の
防災研修を実施することで、安心・安全なまちづくりを推進していく。

80

H26

ち
ょ
っ
こ
し

住吉地区が健康で文化的な地域であることを願い、自分の考えや判
断で作り上げる住みよい地域をつくることを目的に、今年度は防災意
識を高め、地域防災力を高めるため、防災講演会、避難訓練、防災
広報誌の発行を行う。

80

H26

ち
ょ
っ
こ
し

ふれあい看板を子ども会、自治会、老人会等で共同して作成すること
で、地域住民が連帯感と組織の熟成を計って美しい町の維持、安
心・安全なまちづくりを行う。

38



尚徳地区尚歯会・美徳会

尚徳子ども見守り隊

サポート永江

永江地域の安全・安心なまちづくり事業

緑ヶ丘グリーンハイツ防犯・環境対策委
員会

地域の防犯普及事業

五千石地区青少年育成会

五千石地域安心・安全マップ作成事業

箕蚊屋中学校区地域安全推進連絡会

箕蚊屋中学校区地域安全活動事業

わだつみパトロール隊

わだつみパトロール隊

河崎地域安全パトロール隊

河崎地域パトロール事業

H20

ち
ょ
っ
こ
し

子ども達の安心、安全な環境づくりと健全育成を目的にして、児童の
下校時に合わせて各自治会の入り口に立ち、子どもの見守り、声かけ
運動などを行う。

78

H19 ＊
地域の力を結集し、自らの手で地域の安全・安心なまちづくりを目指
すため、安全パトロールの実施や防犯用立看板の設置などの活動を
通して地域内の防犯環境を整備する。

93

H18 ＊
防犯・防災に対する意識の高揚のため、青色回転灯をつけた車や防
犯ステッカーをつけた車による防犯活動の宣伝と安全対策を呼びかけ
るパレードを年数回実施する。

200

H18 ＊ 五千石地域住民・児童・生徒が安心で安全な生活ができる「まちづく
り」をするためのマップ作りをする。 200

H18 ＊

犯罪や事故等のない住みよい地域社会を目指して、事故や犯罪から
住民を守るため、防犯看板の設置、地区内安全地図の作成、青パ
ト等でのパトロール、防犯講習会等を開催し、自主防犯意識の普及
等を図る。

200

H18 ＊ 地区内の防犯活動として、小学生の登下校時の見守り、毎月第１、
第３月曜日の夜間パトロールを４班が地区内を巡回する。 122

H18 ＊
地域内の住民の安全と安心を確保し、住民の防犯意識を醸成し、
自主防犯活動を促すため、パトロール、防犯講習会、防犯マップ作り
等を行う。

99



③環境に関する事業
団　　体　　名

事　　業　　名

五千石ハナミズキの会

福市地下道横花壇整備事業

環境保全の会

環境保全の会（湧く・ワク！親水整備
事業）

尚徳和みのロード運営委員会

尚徳和みのロード花植え事業

環境保全の会

小波浜　湧く・ワク！親水整備事業

ＮＰＯ「ごみすてお助け隊」

非営利活動「ごみすてお助け隊」玄関か
ら、ゴミステーションまで

住まいるびとSANIN

第2回住まいるびとフェスティバル事業

戸上シニアクラブ

戸上地区内の環境整備事業

勝田町東区自治会園芸同好会

美しい町内花づくり事業

水貫川をよくする会

水貫川周辺環境美化事業

特定非営利活動法人
ＭＥＤＡＫＡ

リユース推進事業「わらしべ長者」

交
付
年
度

コ
ー
ス

申請事業の概要 交付金額
（千円）

R3

ち
ょ
っ
こ
し

住みよいまちづくりをするため、花を楽しめる環境づくりの広がりを目指
す。 100

R2

継
続
活
動

自然水の（湧水）の活用で私たちの生活を想像する。
農産加工センターとの連携による地域づくり。
地域の特徴（名所・史跡等）を調査、再発見、再構築し、住民と
共有し、次世代へつなぐ！

100

H30
が
い
な

尚徳和みのロード（老健施設アイアイから尚徳公民館までの道沿
い）に年2回、地域の方と尚徳小学校の児童と一緒に花の植替えを
通して交流を図る。

133

H28
が
い
な

自然水の（湧水）の活用で私たちの生活を想像する。
農産加工センターとの連携による地域づくり。
地域の特徴（名所・史跡等）を調査、再発見、再構築し、住民と
共有し、次世代へつなぐ！

300

H28

ち
ょ
っ
こ
し

地域で暮らす高齢者や障害者ができるだけ住み慣れた家や街で最後
まで暮らせるように（ゴミを玄関からゴミステーションまで運ぶ代行）支
援する目的

55

H26

ち
ょ
っ
こ
し

ものについて改めて考え、心の豊かさと環境など、これからのまちづくりを
考える。特に環境に配慮した取組みを行っている者と市民とを繋げるこ
とで、自分たちの環境を家や地域から考え、環境に配慮したこれからの
まちづくりを助長するための研修会、イベントなどを行なう。

80

H22

ち
ょ
っ
こ
し

心豊かに、安心して生活ができる地域をつくるため、「桜の木の植栽」
と「道路標識の設置」を戸上地区住民が協力して行う。 80

H21

ち
ょ
っ
こ
し

草花、さつまいもなどを育てることを通じて、少子高齢化地域の活性
化を図る。町内全世帯を対象とし、一世帯一プランターを各家庭に配
置する。

80

H19 ＊
鳥取県が実施する水貫川の改修工事と並行して、川土手などの「草
刈・ゴミ拾い」を行なうことで、水貫川周辺の環境悪化の要因を取り
除くために環境美化活動を実施する。

200

H19 ＊

「使い捨て食器に替えて、リユース食器を使用することがゴミの減量化
に繋がる」ということを、市民に広く知ってもらうために企画。自分がいら
なくなった物（未利用品）を交換や販売によって利用してもらうこと
が、ゴミを減らすこと、すなわち「リユース活動」だということを理解しても
らうために、「フリーマーケットの開催」などを行なう。

114



彦名地区環境を良くする会

環境美化・環境保全シンボル塔の改修・
修復保全事業

小波上自治会

小波上地区集落内環境整備事業

H19 ＊

彦名地区で採択された「環境保全宣言文」を地域内全住民が実践
することで、循環型社会形成のためのまちづくりに大きく寄与してきた
が、この宣言文が明記されている「環境美化・環境保全シンボル塔」
が陳腐化し改修の必要性が生じたため、これの改修・修復保全を図
り、住みよいまちづくりに寄与する。

86

H18 ＊
地区集落内の環境整備し生活しやすい環境を作るため、自治会住
民が集落内の竹林整備、道路両脇の樹木伐採、河川及び道路清
掃等を行う。

200



④地域文化の継承など
団　　体　　名

事　　業　　名

よなごまちジャズプロジェクト
実行委員会

よなごまちジャズプロジェクト事業

米子ジャズ実行委員会

JAZZを通した賑わい創出事業

尚徳自治連合会

ふるさとの歴史と文化財の
継承

歴史的資源を活かした観光
まちづくりを進める会

小路案内板復元整備事業

一般社団法人　
米子観光まちづくり公社

VRを活用した米子城歴史探訪事業

ハーモニカ・フォーラム米子

山陰ハーモニカ祭ｉｎ米子２０２１

米子市美術館後援会

アートフルなまち米子！

米子彫刻ネットワーク

彫刻ロード活性化事業（彫刻ロードライ
トアップ）

伯耆・伝承隊

歴史・文化遺産の伝承事業

淀江傘伝承の会

淀江傘伝承に関する事業

米子の町家・町並み保存再生プロジェク
ト

町家等の歴史的な建築物を活かしたま
ちづくり活動報告書作成事業

交
付
年
度

コ
ー
ス

申請事業の概要

交付金額
（千円）

※R6年度は
　交付申請額

R6

ち
ょ
っ
こ
し

プロジェクトメンバーや学生など地域在住のアマチュアジャズプレイヤー
等によるライブ及びセッションを米子市中心市街地で連続的・継続的
に展開し、地域イベント等に参加することで、地域の音楽振興とまちの
活性化に資することを目的とする。

100

R5

ち
ょ
っ
こ
し

「ジャズで米子の街を賑やかに！」を理念とし、音楽文化の裾野を広
げるための初心者向けワークショップを行い、その成果発表の場を盛り
込んだジャズフェスティバルを開催することで、賑わいの創出と音楽であ
ふれる街づくりの現実を図る。

100

R4

ち
ょ
っ
こ
し

尚徳の各集落に残る多くの史跡は、連綿と続いてきた尚徳の証であ
り、心のふるさとの原点となっている。この史跡を後世に確実に継承す
ることを目的として、年次的に、解説看板を設置する。

99

R4

ち
ょ
っ
こ
し

まちづくり団体が整備した小路案内板の一部が破損・紛失等により失
われ市民生活及び観光面で支障が生じていることから、失われた小
路案内板の復元整備に取り組む。

100

R4

ち
ょ
っ
こ
し

米子城VRを活用し、観光客や市民などに米子城の歴史や魅力をわ
かりやすく伝え、観光振興や地域の魅力の再認識、地域への愛着や
誇りの醸成などに資する事業。

100

R3

ち
ょ
っ
こ
し

ハーモニカを楽しみ、仲間を増し、活動の場を増し、地域の人々との交
流を増そう。音楽の町へ！ 100

R3

ち
ょ
っ
こ
し

生活の中に絶えずアートがある、香り高い文化のある元気なまちづくり
活動の一環として、米子市美術館にて、「アートフルなまち米子！」を
テーマに、会員による合同作品展を開催し、会員の獲得及び連携強
化と美術鑑賞活動を促進します。

100

R3

ち
ょ
っ
こ
し

米子市の貴重な文化資源の１つであり、個性的なまちの景観づくりに
も寄与している彫刻ロードの魅力向上と周辺のまちなかのにぎわい創
出を図るため、ライトアップを行う。

100

R3
が
い
な

米子市及び周辺の郷土文化を発掘、伝承していくため、人材を育成
し、文化継承を発展させることを目的としています。主な活動は地域
の歴史や生活文化を紙芝居で紹介しながら郷土に関心を深め、地
域社会の人間関係を構築していますが、本年度はさらに米子城と加
茂川をテーマに加え活動を充実したい。

263

R3

ち
ょ
っ
こ
し

淀江傘が伝承されて２００年を迎えるにあたり、新たに伝統文化とし
て淀江傘の魅力をアピールし、県内外に広く告知する為のパンフレット
の作成及び、後継者の育成を図る。

100

R2

ち
ょ
っ
こ
し

米子市の中心市街地に残る近世の面影を残す町家などの歴史的建
築物を利活用することによって良好な景観の形成や地域の活性化を
図るため、当団体のこれまでの活動状況を報告書として取りまとめ、市
民の皆様が町家の利活用を進めるために必要な情報を提供する。

80



法勝寺川・小松谷川を美しくする会

法勝寺川沿い法勝寺電車跡ウォーク事
業

彼岸花の里づくりプロジェクト実行委員会

彼岸花の里づくりプロジェクト事業

米子福生凧の会

第１０回米子福生東大凧揚げ大会及
び１０周年記念事業

郷土の歴史を知る会

高齢者福祉施設入居者との交流用紙
芝居等整備

AIR475応援団

AIR475　２０１５　応援団

勝手連

史跡散策ルートの歩道整備事業

米子ヤマモモの会

ヤマモモ環境保全事業

まちなか歩こう会

小路輝き事業

むきばんだ応援団

第１５回　山陰遺跡ネットワーク会議伯
耆大会

親和会

ふる里創生事業

尚徳なごみのロード運営委員会

法勝寺電車和みのロード事業

就将の宝　散策の会

花と緑と民話の里づくり事業

H30

ち
ょ
っ
こ
し

地域の歴史や魅力の発見につなげるとともに、いろいろな世代間交流
をして地域の活性化につとめるため、かつてあった法勝寺電車跡ウォー
クを開催する。

80

H29
が
い
な

国の史跡上淀廃寺跡を中心とするエリアに、彼岸花の植栽事業を年
次的・計画的に実施し、彼岸花の里にしていく。花の咲く頃に彼岸花
まつりを開催することにより、淀江町上淀地域を活力と賑わいにあふれ
たエリアにしていく。

240

H29
継
続

地域内外の住民とともに、大人の作った大凧と、子どもの作った小凧・
連凧を大空に揚げて楽しみ、交流と親睦を図る。 100

H27

ち
ょ
っ
こ
し

高齢者施設等を訪問し、紙芝居、昔の遊びなどで交流する。高齢者
との交流では相手の状況を見ながら話しかけを交えながら進めることで
積極性、情緒安定回復に寄与する。

79

H27

ち
ょ
っ
こ
し

アーティスト・イン・レジデンス事業（ＡＩＲ475２０１５）を盛り上
げるため市外からのお客様へ米子市の魅力を使って頂くための市内建
築アートマップを作成したりＡＩＲ４７５に関わる市民ボランティアを
募集することでアートを通じた地域活性に寄与する人材を育成する

80

H26

ち
ょ
っ
こ
し

米子市橋本地区の伝説や歴史を、地域住民の方が理解を深め、か
つ地元の宝として引き継がれることを目的に、季節感が溢ふれ、市民
の方々が気軽に登り、参拝ができる史跡散策ルートの歩道の整備を
行う。

80

H26

ち
ょ
っ
こ
し

ヤマモモ自生林を調査記録する。また古老よりヤマモモに関する情報を
聞き取り、後世に引き継ぐ。あわせてヤマモモの加工活用の可能性を
検討する。

80

H26

ち
ょ
っ
こ
し

　旧市街（大工町～灘町）の小路案内板の作製、小路巡りマップ
の作製、案内板、マップを活用した現地巡りを行い、地域の魅力の再
認識、地域文化の見直し、再発見、観光振興、中心市街地活性化
を行う。

80

H26
が
い
な

「山陰の遺跡と人々の輪を繋げよう！」をスローガンに淀江の上淀廃
寺跡や妻木晩田遺跡の貴重な歴史遺産を活用し情報発信して、市
民への周知を図り、遺跡をもとにしたエコツーリヅムの推進によるまちづ
くりと他地域との連携強化により、地域活性化を行う

212

H25

ち
ょ
っ
こ
し

観音寺新町と戸上・観音寺の住民が、地区の歴史や地名「観音寺」
の由来を学びながら散策できるように案内板を設置する。また、交流
の場を整備することで、お互いに理解を深めあいながら、自分達の「ふ
る里観音寺」を創生する。

80

H25

ち
ょ
っ
こ
し

「法勝寺電車和みのロード」を多くの人が集い、和めるように整備し、
案内看板を設置することで、法勝寺電車の果たしてきた役割や現在
に至る変遷などの歴史を学び、地域の魅力を再発見することで、地域
住民の絆を深め、活力あるまちづくりを行なう。

80

H25
が
い
な

米子市陰田町の行者山の稜線にある、やまもも自然林までの歩きや
すい散策ルートを作り、案内板を設置し、「行者山散策」を実施し子
供から高齢者にも利用できる里山をつくり、就将地区の優れた歴史と
自然の活用を促進し、地域を活性化させる。

220



「和田でワタ作り、ワタで和田作り」
プロジェクト

「和田でワタ作り、ワタで和田作り」
プロジェクト

祇園町2丁目自治会

愛宕山に登山道を復活させよう会

ミュージカル劇団ゆめ

ミュージカル劇団ゆめコンサート　ダンス ア
ンド ソングス

青少年健全育成　親和会

第３回　おだか花まつり準備委員会

ＮＰＯ法人　夢蔵プロジェクト

米子城跡石垣ライトアップ事業

旧加茂川・寺町周辺のまちづくりを進める
会

「米子えーとこ発見フェスタ」－寺町シンポ
－

米子市ボランティア協議会

「米子市ボランティア協議会20年の歩
み・ぼらんてぃあＱ＆Ａ」

福生東大凧同好会

福生東校区大凧揚げ大会

夜見町こどもみこし保存会

夜見町こどもみこし保存事業

米子ケヤキ通り振興会

ケヤキ通りの魅力をPRする事業

ゴスペルオーブ

ゴスペル　トレイン　～しあわせ列車がやっ
てくる～　事業

H24
が
い
な

年間を通して綿の栽培と農閑期の綿の手仕事をすることで、和田町
が伯州綿の産地の中心であった頃の歴史の学びと、次世代への文化
継承を行う。和田町で綿作りをすることにより、地域住民の地域に対
する誇りの復活とアイデンティティの確立を実現し、団結心の向上と、
作業を通したコミュニケーションの増加により、「向こう三軒両隣」の頃の
絆の復活が期待される。綿の栽培については今年が3年目となり、地
域外からの参加者による豊富な知識を得て学びを深めるとともに、プロ
ジェクトを通して絆の強いまちづくりをする。

222

H23
が
い
な

地元の鎮守さんである祇園神社から愛宕山へ遊歩道をつくり、愛宕
山頂まで、児童から老人まで気楽に散策登山を行い、健康づくりと、
明るいまちづくりに寄与する。

148

H22
が
い
な

過去の上演作品から代表的な歌とダンスで振りかえる。観賞していた
だく皆様に、ミュージカルの楽しさを存分に味わってもらい、ミュージカル
に関心を寄せていただく。活動者を増やし、ミュージカルの街「よなご」を
目指す。青少年育成の一環としてミュージカルを位置づけ、若者の居
場作りを目指す。

300

H21

ち
ょ
っ
こ
し

子どものたちの心身の健全育成のため、おだか花まつりの準備を親
子、または家族、地域住民と一緒に行う。準備を通じて地域の自然・
文化・偉人を子どもたちに伝えることで、子どもたちが地域をよりよく知
り、地域を愛する気持ちを育むことができる。また、おだか花まつりを地
域の財産である城跡の利・活用と地域の交流、活性化の場となるよう
準備する。

80

H21
が
い
な

400年前の姿を取り戻し、きれいに蘇った米子城跡の石垣を、米子が
いな祭りに合わせて、１０機のＬＥＤ照明器でライトアップし、米子
がいな祭の活性化とまちの賑わいを創出する。

300

H20
が
い
な

寺町通りを観光資源として生かし、米子下町の活性化につなげる。 214

H20
が
い
な

米子市ボランティア協議会結成20周年を迎えるにあたり、米子市ボラ
ンティア協議会の歴史を振り返り、冊子を制作することは、米子市のボ
ランティアの歴史を振り返ることであり、またボランティアのすべてをＱ＆
Ａで解説することによって、ボランティアの育成・ボランティア活動の手引
書としたい。

249

H20
が
い
な

大凧、子凧の製作と凧揚げをとおして、福生東地区のじげ起しと地域
住民の連携強化を図り、大人も子どもも楽しめる地区活性化事業を
育て推進継続するため、「大凧揚げ大会」を開催する。

200

H19 ＊

「こどもみこし保存事業」を地域の伝承文化として育て継承していくこと
を目的とし、年に1回程度、夜見神社の例祭などに併せて町内を練り
歩くとともに、そのための「はやし（太鼓、笛など）」の練習を、子どもを
対象に地域の経験ある大人が指導することで、世代間交流を活発な
ものとし、地域まちづくりに繋げる。

200

H19 ＊

米子美術家協会のメンバーが描いた、「国道431号沿いのケヤキ通り
と事業所」を被写体とした絵画などを一堂に展示することで、地域の
産業経済を発展させようと活動している「米子ケヤキ通り振興会」の
意図を、広く市民に知ってもらうとともに、ケヤキ通りの美しさを感じても
らう。

44

H18 ＊
月1、2回程度様々な施設等を訪問しゴスペルコンサートを開催し、ま
た12月にはクリスマスコンサートを主催し、音楽活動をとおして温かい
人間関係づくりを実践する。

200



⑤その他、まちの賑わい創生、世代間交流、地域交流など
団　　体　　名

事　　業　　名

青風の会

五千石地区における次世代地域担い手
育成事業

明道婦人の会

eスポーツでフレイル予防そして世代間交
流

温泉三区自治会

とんどさんにおける縁日開催

特定非営利活動法人
西部ろうあ仲間サロン会

「まちの映画館」実施事業

特定非営利活動法人地域活動支援セ
ンターおおぞら

地域で暮らす障がい者への情報提供紙
作り

ＮＰＯ法人米子ボート協会

パラボートの普及に向けての指導者講
習・体験乗艇実施事業

中西尾自治会

中西尾２０２２ニューイヤーマラソン＆
ウォーク

スポレク米子

スポレク米子

福祉従事者の未来を守る会

米子市内福祉従事者離職防止事業

喜八プロジェクト

地元に帰ろう「帰ってこいよ！キャンペー
ン」

交
付
年
度

コ
ー
ス

申請事業の概要 交付金額
（千円）

R5

ち
ょ
っ
こ
し

五千石地域の各種行事やイベントに、10代20代の青少年のボラン
ティア活動に参加することを通して、地域の次世代の担い手を育成す
る。

100

R5

ち
ょ
っ
こ
し

若者世代に関心の深いeスポーツを若者から学び、実践することで世
代間交流を深め、高齢者は楽しみながらフレイルや認知症予防に取
り組み、仲間作りや心身の機能向上を目指すことを目的とする。

100

R5

ち
ょ
っ
こ
し

皆生温泉神社で例年正月に行われる「とんどさん」において、祭事と並
行し、イベントを開催する事で、地域の各団体（皆生温泉旅館組
合・皆生温泉観光株式会社・子供会・自治会関連2団体）との調
和を深め、児童から高齢者・地域事業者まで、広範囲の世代が顔を
覚えあう事と、児童に、神社の伝統を承継していくきっかけを創る事を
目的とする。

95

R4
が
い
な

社会課題や障がい者福祉などをテーマにした映画を上映し、地域住
民への理解促進を図ることで、ごく自然な形でろう者と地域住民とがコ
ミュニケーションや交流を取り合える機会を創出する。

220

R3
が
い
な

地域で暮らす障がい者が、市民サービス情報を正確に受け取ることは
困難である。市報の中から、障がい者向け情報のピックアップ、全漢字
にルビ振りする等、障がい者のための情報誌を作成する。

260

R3
が
い
な

障がい者でもボートに親しめる環境を中海に整備するため、バリアフ
リーなパラボートを活用した普及活動を実施する。具体的には、日本
ボート協会から専門の講師を招聘し、パラボートの正しい使用方法に
ついて説明を受けることで、指導者・サポーターを育成するとともに、障
がい者等への体験乗艇を実施し普及・啓発を図る。

124

R3

ち
ょ
っ
こ
し

自治会内の地域活性化として、マラソンとウォーキングを行い、子どもか
ら高齢者までの世代間交流と健康増進、帰省者との親睦の場を設
定する。

100

R2

ち
ょ
っ
こ
し

スポーツ振興による地域交流と地域活性。
心身と精神の健康保持増進、生活習慣病の予防、ストレス解消。
社会との連帯と人との交流、豊かなライフスタイルの創造。

80

R2

ち
ょ
っ
こ
し

米子市内の福祉従事者の自己啓発・メンタルヘルス等を専門家の指
導・アドバイスを受け、離職を未然に防止する。 72

H31
が
い
な

子どもたちが生まれ育ったこの地域を生活の場として選んでもらうため
に、この地域の魅力を伝える。 300



米子市スケートボード協会

「アクティブスポーツ×居場所×若者×移
住定住」コラボ事業

ガッツガイナーレ応援書道展実行委員会

ガッツガイナーレ応援書道展

NPO法人米子ボート協会

ミネベアミツミ杯中国五県対抗レース（レ
ガッタ）

ＳＨＥＬＴＥＲ実行委員会

第８回ＳＨＥＬＴＥＲ～真夏の皆生
海岸チャリティ海イベント～

永江地区自治連合会

第３８回ながえ祭り

ＮＰＯ法人鳥取県消費者協会

消費者啓発（生産現場を:研察し、商
品の知識を得る）

元町通り商店振興組合

歩いて元気になる「元町薬木めぐり」事業

米子七夕祭り実行委員会

宇気川口神社（七夕神社）七夕祭り
にぎわい創出事業

ちゃれんじくらぶ

ちゃれんじくらぶ活動１５周年記念事業

米子がいなバーガー普及実行委員会

第1回「米子がいなバーガー」称号決
定！がいなバトル

三本松二区明日へつなぐ会

子供たちと高齢者の交流事業

H31

ち
ょ
っ
こ
し

子ども・若者にとって親しみやすい「アクティブスポーツ」を住民主体
（特に若者世代）で行い、地域活性化に寄与する手段とする。 80

H30
が
い
な

サッカーJ3ガイナーレ鳥取を書道で応援する。ガイナーレを激励する言
葉を書の作品にして発表し書道の普及と向上を図る。鳥取力を高め
る。

217

H30
が
い
な

中国五県から市民レガッタクルー（鳥取県は2クルー）を招待して各
県の交流と地域の活性化を図る。 240

H28
が
い
な

毎年、海の日に皆生海岸でチャリティー海のイベント「ＳＨＥＬＴＥ
Ｒ」を継続開催するすることにより、観光客の誘致と集客の役割を果
たし、地域の活性化を図る。

300

H28
が
い
な

ふるさとづくりと親睦のため、手作りの祭り、地域の祭り、永江地区民
全員参加の夏祭りを実施する。 300

H28

ち
ょ
っ
こ
し

賢い消費者になるため、鶏、卵会社の視察と卵のテスト 66

H27

ち
ょ
っ
こ
し

通りに配置する30鉢（15種類）に薬木の名前、薬用部位、利用
方法などを明記した看板を設置する事で、病気にならない身体づくり
や健康への関心を高めていただき、米子のまちなかを歩くと何か元気に
なるという意識を持っていただく事で、セルフメディケイション（自分の健
康に責任を持ち、それを管理することによって、過剰なまでに医療機関
を受診してしまうことによる手間と費用を省くことができる）のキッカケと
なる事を目指す。

80

H27

ち
ょ
っ
こ
し

内町界隈を七夕祭りを通して、子どもたちがワクワクするようなにぎわい
を創出し、子どもと大人が一緒に作業し交流することで、まちづくりの大
切さを共有し、他の活動にも波及させていく。

80

H27
が
い
な

ノーマライゼーションの実現を目指しスキー宿泊体験を行う。また活動
１５周年を迎え記念誌を作成する。 300

H26

ち
ょ
っ
こ
し

今後５年間を目標にその年ごとに「米子がいなバーガー」の称号を決
定し、５年後には日本一のハンバーガーを目指します。またイベント後
にはバーガーマップを作成し、４０年以上続けてきた「よなごがいな祭」
とその年の米子を代表するハンバーガーを地域の内外へ広く発信して
いく。

80

H25

ち
ょ
っ
こ
し

年間を通して地区の公民館や公園を活用して交流事業を開催するこ
とで、ふれあう機会の少ない子供たちから高齢者までの地区住民及び
隣接地域住民が絆や繋がりを深め、地区の活性化を図り、この事業
を隣接地域に広め、次の若い世代につないでいく。

77



ザ・スピリッツ

第6回ジョイントコンサートin ふれあいの
里

米子いただきがいな隊

食のみやこ　ご当地グルメフェスタIN米子

旧加茂川・寺町周辺のまちづくりを進める
会

「加茂川にかかる橋」をテーマとする写真
コンテスト事業

米子建築塾

米子建築塾まちトーク事業

法勝寺町商店会

ほっしょうじ通り
だんだん傘プロジェクト

山陰古代史研究会設立準備委員会

古代史（邪馬台国）サミット
　「古代史論争　邪馬台国山陰説」

山陰 sacca

「米子コレクション　～山陰発の秋トレンド
～」（仮）

四日市町まちなか
れんが通りふれあい委員会

街を花いっぱいにする運動

福米東地区まちづくり協議会

福米東地域ふれあいのまちづくり事業

上後藤二区自治会

上後藤二区自治会いこいの広場整備
事業

ほっとスタッフ

わくわくアートフェスティバル

H25

ち
ょ
っ
こ
し

視覚障がい者の方と共に歌い、踊り、演奏を楽しむ事で交流を深め
る。また、障がい者の方のステージを見たり、介助を体験したり、お話を
することで、健常者の気付きにくい生活環境のバリアフリーを考えるきっ
かけをつくる。

80

H25
が
い
な

豊かな自然に育まれた米子市及び周辺の地域資源である「ご当地グ
ルメ」を手段としたまちおこしとして、「食のみやこご当地グルメフェスタIN
米子」を開催することで、新しい観光客の誘致と集客の役割を果た
し、地域経済の活性化を図る。

280

H25
が
い
な

市民が協力して加茂川にかかる、およそ75本の橋と水面の写真をと
り、冊子にまとめ発表する。その写真集を県内外の町づくり団体や観
光関係者に配布し、広く加茂川の良さをPRして散策者を増やし、米
子の観光の目玉とすることで賑わいを創り出す。

229

H24
が
い
な

市民が建築や街についてより関心を持ち、より考える機会を提供する
ことが目的。また、将来のまちづくりを担う人材の発掘・育成の機会と
することも目的とする。

125

H23

ち
ょ
っ
こ
し

現在の法勝寺町商店街は、老朽化したアーケードの撤去を機会に、
「昔ながらの元気なまち・歩いていてどこか懐かしいまち・陽のあたるまち
法勝寺町」をコンセプトに整備を続けている。
そこで、アーケードの途切れる紺屋町商店街から元町通り商店街
（将来的には茶町）までの間を、雨の日でも、安心、安全、快適に
歩けるよう、無料の置き傘を設置する。

80

H23
が
い
な

謎に包まれた邪馬台国論争は、「畿内説」と「九州説」が有名あるが、
独自の研究により、邪馬台国は山陰であったとする「山陰説」を唱え、
３者論争による情報発信と圏域のＰＲを図り、国内外の研究者・古
代史ファンを集客することを目的とし、古代史（邪馬台国）をコンテン
ツとしたニューツーリズムの創造により、畿内・九州地方との交流の促
進と全国からの誘客と交流人口の増加を促進し、以てこの圏域の活
性化を図る。

271

H22

ち
ょ
っ
こ
し

「ファッション」をテーマに、山陰sacca所属の服飾デザイナー、米子市
でショップを経営するオーナー、ヘアメイク、スタイリストなどが有志で集
結し、地元素材を使ったウェアや地元発のファッションブランドの秋ファッ
ションをお披露目。モデルに米子市役所の職員（米子市長にも出演
を打診）をあて、官民連携による地域力の発信、マンパワーを県内外
にPRする。

80

H22

ち
ょ
っ
こ
し

れんが通り景観整備によるブロック壁のペイント事業。
ブロック壁 高さ1.8m 長さ40mに、通りにふさわしい絵を描く事で、街
の賑わい創出をはかる。

80

H22

ち
ょ
っ
こ
し

地域のふれあいと信頼を深めるために福米東地区大沢川沿いを“ふ
れあいロード”とし、看板を設置して啓発することにより、お互いにあいさ
つしあうまちづくりを行う。

80

H21
が
い
な

上後藤二区自治会地域の活性化を図るためのスポーツ及びリクレー
ションなどに活用する多目的（憩いの場）広場整備 122

H20
が
い
な

障がいのある子どもたち、人たちと、地域の人たちが楽しく交流すること
で、お互いの理解を深め、よいよりまちづくりの一助とする。 120



米子ケヤキ通り振興会

「米子ケヤキ祭り」事業

特定非営利活動法人
がいなネット

がいなフォーラム公開シンポジウム

米子市ボランティア協議会

やる気を育てるボランティア研修会

H20
が
い
な

ケヤキ通りで夏祭りを実施し、見物客が近隣や市内各地から集まるこ
とで交流を促進させ、市の観光財産としての「ケヤキ通り」の位置づけ
を狙う。また、今回は、昼間と違う美しさも見てもらおうと、夜間のライト
アップを企画している。

300

H19 ＊

今後のNPO、ボランティア活動を活性化させると同時に今後の協働活
動について考えるきっかけ作りとして、米子で社会的に貢献し実績のあ
るNPO法人、ボランティア団体の代表5人を選出してシンポジウムを行
なう。また、このシンポジウムをテレビ番組として収録し放映することで、
市民に広くボランティア活動、NPO活動、また協働に関する理解を深
めてもらう。

143

H18 ＊
ボランティアのやる気や自主性を高め、そのノウハウをグループや一緒に
活動する人に持ち帰り、米子のボランティアの活気をアップさせるため、
講師を迎え研修会を開催する。

144


